前編を書き終えて
一昨年の１０月以来執筆してから、この７月まで２２ヶ月、１ヶ年で完成の予定を遂げるに至らず、漸くここまでを前編としてひとまず区切りをつけ、後編を引続き執筆し責任を果たしたいと思う。

後編については、明治の黎明期から現代まで、およそ１ヶ年の予定で脱稿するべく努力しているので、明治１００年の記念すべき発刊となるものと確信している。
